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Profile

井田 剛史

1997年（株）十川ゴム入社後、研究開発部へ所属。

主にゴム・樹脂の構造設計に従事し、2008年には高減衰ゴム材料を用いた制振装置の開

発で博士（工学）の学位を取得。

入社時より3DCADデータを活用したCAEなどデジタルエンジニアリングの強化を推進

し、2009年には3Dプリンタを導入、ゴム・樹脂部品の設計開発における試作・評価や工

場における成形設備の補助治具などものづくりの効率化を図るなどの業務に従事。

2018年1月、研究開発部次長に就任し、3D造形技術を活用したゴム・樹脂部品の製作や

IoTなどのものづくりを革新するための活動を行っている。

主な書著として、3Dプリンタによる自動車用部材の試作開発・生産への活用

（技術情報協会、3Dプリンタ用材料開発と造形物の高精度化、2020年5月29日より）















1.デジタルエンジニアリングが求められる背景



ものづくりにおける工場としての機能
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第4次産業革命

1. デジタルエンジニアリングが求められる背景



日本の国際競争力の推移

1. デジタルエンジニアリングが求められる背景

3Dデータの普及とグローバル化によりコスト競争が激化

日本の製造業の変革が迫られる・・・



PDM/PLM

技術開発のプロセス

■コンカレントエンジニアリング(同時進行技術活動)の実施

・開発期間の短縮

・品質向上

■フロントローディング(作業前倒し)の実現

・前工程と後工程協働での問題解決

・設計段階で量産時に想定される不具合を抽出し解決する。

CAD/CAM/CAE AM（RP）

R&Dにおける実現ツール

1. デジタルエンジニアリングが求められる背景
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生産技術

製造
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従来の開発展開

購買
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デジタルエンジニアリング
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1. デジタルエンジニアリングが求められる背景



3D-CAD（Inventor)の活用と効果

■開発初期段階における設計・生産技術者のコミュニケーション促進

⇔生産条件を盛り込んだ設計が可能

■コンピューター上での仮想的な試作（デジタルモックアップ）との連携

⇔開発期間の短縮、設計

設計者CAE AM（RP）

～3Dプリンターによる簡易試作～

・部品チェック

・簡易な機能試験

～高度な解析を設計者が可能に～

・構造解析（強度確認）

・仮想試験による試作回数の削減

3Dデータ
（Inventor)

1. デジタルエンジニアリングが求められる背景



～3Dデータを活用した設計アプローチ～

意匠設計

構造・材料設計

3次元
データ

CAE

3D-CAD
（Inventor)

CAM

金型設計

AM(RP）

1. デジタルエンジニアリングが求められる背景



2.デジタルエンジニアリングによる設計アプローチ



～3Dデータ（Inventor)を活用した設計アプローチ～

樹脂部品の意匠及び構造設計への活用

金属製減圧弁の樹脂化

樹脂製減圧弁モデル

3Dプリンターによる製作

強度面での補強が必要

解析（CAE）

試作評価

①G1/2ねじ部モデル

②カバー部モデル

③Cリング部モデル

※試作回数を減らし設計コストの削減と開発期間の短縮を実現

2.デジタルエンジニアリングによる設計アプローチ



弁体カバーの構造解析

圧力負荷

ねじでの拘束

補強すべき

箇所の特定

3Dプリンターでカバー製作

し、補強効果を確認

金型レスで

1日で製作可能

～3Dデータ(Inventor)を活用した設計アプローチ～

2.デジタルエンジニアリングによる設計アプローチ

CAE AM（RP）CAD(Inventor)

減圧弁のモデル化



CAD(Inventor)

減圧弁のモデル化

～3Dデータ(Inventor)を活用した設計アプローチ～

2.デジタルエンジニアリングによる設計アプローチ

減圧弁のカバー材を金属から樹脂にする場合の補強検討

カバー材 CAEで補強ポイントを把握

3D-CAD(Inventor)で様々な形状パターン作成（3Dデータ）

3Dプリンタで金型レスで複数パターンを試作

Inventorで形状パラメータ設計
CAEと3D‐プリンタを組合わせ
イテレーションを実施
設計の最適化を実現



モデル 全体 内側 外側 耐圧性能

現行形状
樹脂化モデル

1.2MPa

補強モデル
2.6MPa

（強度比2.17倍）

減圧弁カバーの耐圧試験

3Dモデルを複数パターン作成

本試作での設計検証へ

～3Dデータ(Inventor)を活用した設計アプローチ～

2.デジタルエンジニアリングによる設計アプローチ

3Dプリンタで試作し

耐圧強度を相対比較



3.デジタルエンジニアリングの活用効果



～金属製減圧弁の樹脂化における3Dデータ(Inventor)活用の効果～

3.デジタルエンジニアリングの活用効果

【試作コスト】

従来型開発で想定される試作費用

試作金型 約100万円 ＋金型修正費（約15万円）+試作費（約5万円） ＝ 約120万円

3Dデータ活用による試作費用

3Dプリンタ試作（約500円×10ヶ）＝約5,000円

【試作期間】

従来型開発で想定される試作期間

試作金型製作（約1ヶ月）+試作トライ（2パターン×1週間）＝約1.5ヶ月

3Dデータ活用による試作費用

3Dプリンタ製作（4パターン×1日）＝4日

試作コストを99％カット、試作期間を10分の1に



従来型

設計
CAD(Inventor) 試作 試験 試験NG

金型費用

設計に逆戻り

試験費用

開発要した時間

デジタルエンジニアリング

＋CAE 解析

NGの場合設計に戻る

試作
試験

金型費用

試験費用

試験OK

開発期間短縮

製品開発のアシストツールとして
デジタルエンジニアリングを活用する

＋RP

～開発コスト削減と開発期間の削減を実現～

3.デジタルエンジニアリングの活用効果

設計
CAD(Inventor)



４.デジタルエンジニアリングでの未来への展望



４.デジタルエンジニアリングでの未来への展望

自動車産業の近未来予測を例として・・・

20～30年後にICEが次世代車に代わるのか？



【ICEでウェイトの高い要素技術】

耐燃料、燃料透過規制（環境対応）、耐熱技術、耐振動

【次世代車（EV等）で要求が高まる要素技術】

①熱対策技術（放熱、蓄熱、断熱、冷却等）

②電気・電磁波対策（電磁波シールド、蓄電池、発電、導電等）

③軽量化技術

④自動化技術（自動運転）

⑤通信技術（5G、IoT）

～次世代車への転換によって自動車部品に求められる要素技術の変化～

４.デジタルエンジニアリングでの未来への展望



次世代車によって事業構造の変化が生じる？（MaaS、SDV？）

デジタルネイティブな設計が必要となる？

４.デジタルエンジニアリングでの未来への展望
～次世代車への転換によって自動車部品に求められる要素技術の変化～

3Dデータを活用した新たなものづくりの仕組み

デジタルエンジニアリングからデジタルマニュファクチャリングへ
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